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２
０
１
１
年
５
月
２
日
、
パ
キ

ス
タ
ン
の
首
都
イ
ス
ラ
マ
バ
ー
ド

郊
外
に
潜
伏
す
る
オ
サ
マ
。
ビ
ン

ラ
デ
ィ
ン
を
米
海
軍
特
殊
部
隊
が

殺
害
し
た
。
今
作
戦
行
動
に
踏
み

切
る
に
十
分
な
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン

ス
を
得
た
と
判
断
し
、
ビ
ン
ラ
デ

ィ
ン
を
捕
え
て
正
義
を
行
う
作
戦

を
承
認
し
た
」
／
バ
ラ
ク

・
オ
バ

マ
大
統
領
は
作
戦
の
成
功
を
見
定

め
た
そ
の
晩
遅
く
、
ホ
ワ
イ
ト
ハ

ウ
ス
の
イ
ー
ス
ト
ル
ー
ム
に
姿
を

現
わ
し
て
、
全
世
界
に
こ
う
語
り

か
け
た
。
そ
こ
に
は

¨
国
の
リ
ー

ダ
ー
の
決
断
と
イ
ン
テ
リ
ジ

ェ
ン

ス
の
あ
り
よ
う
が
比
類
の
な
い
簡

潔
さ
で
示
さ
れ
て
い
る
。
イ
ン
テ

リ
ジ

ェ
ン
ス
と
は
、
単
な
る
極
秘

情
報
な
ど
で
は
な
い
。
国
家
指
導

者
の
最
終
決
断
の
拠
り
所
と
な
る

選
り
抜
か
れ
た
情
報
な
の
で
あ

る
〉
（２８
頁
）

手
嶋
龍

一
氏
に
よ
る

「イ
ン
テ

リ
ジ

ェ
ン
ス
と
は
、
国
家
指
導
者

の
最
終
決
断
の
拠
り
所
と
な
る
選

り
抜
か
れ
た
情
報
で
あ
る
」
と
い

う
定
義
は
、
事
柄
の
本
質
を
実
に

よ
く
衝
い
て
い
る
。
国
際
社
会
に

お
い
て
帝
国
主
義
的
傾
向
が
強
ま

っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
日
本
が

生
き
残
る
た
め
に
も
政
治
エ
リ
ー

ト
が
イ
ン
テ
リ
ジ

ェ
ン
ス
に
関
す

る
国
際
基
準
で
の
常
識
を
身
に
つ

け
る
こ
と
が
不
可
欠
だ
。

２
０
０
１
年
９
月
１１
日
の
米
国

同
時
多
発
テ
ロ
か
ら
２
０
１
１
年

３
月
１１
日
の
東
日
本
大
震
災
ま
で

の
１０
年
間
に
起
き
た

「目
に
見
え

な
い
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
戦
争
」

を
手
嶋
氏
は
可
視
化
す
る
こ
と
に

成
功
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
と
中
国
の
結
び

つ
き
だ
。

〈ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
、
ソ
ビ

エ
ト
連

邦
の
崩
壊
で
ロ
シ
ア
か
ら
分
離
独

立
を
果
た
し
た
の
だ
が
、
「旧
ソ

ビ
エ
ト
の
兵
器
廠
」
と
い
わ
れ
た

こ
の
国
は
、
核
兵
器
だ
け
で
な
く

航
空
機
や
ミ
サ
イ
ル
の
製
造
技
術

を
受
け
継
い
だ
。
そ
し
て
そ
の
後

も
北
の
大
国
ロ
シ
ア
と
西
欧
の
間

を
振
り
子
の
よ
う
に
揺
れ
動
い
て

き
た
。
／
新
興
の
大
国
、
中
国
は
、

経
済
力
に
モ
ノ
を
言
わ
せ
て
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
の
軍
需
産
業
か
ら
次
々

に
新
鋭
の
武
器
を
調
達
し
て
き
た
。

そ
ん
な
中
国
を
相
手
に
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
は
鶴
の
よ
う
に
立
ち
ま
わ
っ

て
き
た
。
（中
略
）
両
国
は
航
空

母
艦

「ヴ
ァ
リ
ャ
ー
グ
」
の
売
買

を
成
立
さ
せ
る
と
、
武
器
の
闇
取

引
に
い
っ
そ
う
磨
き
を
か
け
、
つ

い
に
は
巡
航
ミ
サ
イ
ル
Ｘ
５５
の
取

引
に
も
手
を
染
め
て
い
っ
た
Ｘ
２

０
９
頁
）

世
界
を
よ
り
深
く
読
み
解
く
た

め
に
役
立
つ
本
だ
。

さ
と
う
。
ま
さ
る
０
１
９
６
０
年
生
ま
れ
。
作
家
〓
π

外
務
省
主
任
分
析
官
。
近
著
に
『イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス

人
生
相
談
　
復
興
編
』
『外
務
省
に
告
ぐ
』
『野
蛮
人

の
図
書
室
』
な
ど
が
あ
る
。


